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３.事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

本課題は海洋の低次生態系について動的環境適応に基づいた計算負荷の低い新しい生態系モデル

を開発することを目的とした。適応動態モデルの手法をうまく使うことにより計算負荷が低い一方で

現象の再現性がかなり良い一連の構造化された植物プランクトンから動物プランクトンまでの低次

生態系を記述するモデルの開発に成功した。これらのモデルと観測結果を比較検証した結果、環境に

対するプランクトン群集の柔軟な応答がプランクトンの生物多様性を維持していることを明らかに

した。また、サイズ分布に基づいた多様性モデルというユニークな着眼点により、サイズ多様性が生

産力に対して直接・間接作用を通じて正と負の両方の影響を与えるというプロセスをモデルで明確に

記述できたことは、プランクトン生態系の基礎的な理解を深める重要な成果である。これらの成果は

今後の地球規模の海洋生態系シミュレーションに活用でき、また、早く正確なプランクトン組成のシ

ミュレーションを行えることは、将来の水産資源量変動予測等の高度化への端緒となるものである。

以上から本課題は期待された成果を挙げたものと評価される。なお、これらのモデルでは生態系を単

純化し簡単な関係性のみ取り出して見る傾向が強く全体像を俯瞰するところまでには至っていない。

今後開発したモデルを統合・発展させ、全球を表現可能なモデルに深化させて欲しい。 
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